極地研ニュース 73 by unknown
lSSNO911.0410
極 地 研 ニュー ス73
1986年6月
ネ ラ ダ ン救 出
一27次南極夏期行動の予期せ ざる出来事一
吉 田 栄 夫
27次夏隊紀行についての一文を求められた.27次は,
これまでの南極行動の中では最 も多量の物資を運び込む
ことになっており,夏の建設作業 も極めて多かった.そ
して,南 極半島やロス海,エ ンダービーランド沖など各
地で船の遭難が起ったことが示すように,海 氷の状況が
厳しく,強力な砕氷力を誇る"し らせ"も しばしば難行
した.他 方,27次では比較的天候に恵まれ,"しらせ"乗
組の人達の多大の支援 と,好機をのがさぬ空輸作戦,ま
た26次越冬隊の協力を得て,私 達の努力も実 り,例年の
ように予定した観測と設営作業をほぼ完遂することがで
きた.こ の間のさまざまな出来事を報告すべきであろう
が,紙 数にも限 りがあ り,ほとんどの作業は"し らせ"
が遂行したことではあるが,初 めてのことと して,"ネ
ラダン"救出の経緯を記しておきたいと考えた,御寛恕
を頂ければ幸である.
第27次観測隊は,昭 和60年,"しらせ"に なってから
恒例となった11月の14日に,東 京港晴海埠頭を離れて南
極に向った.越 冬隊35名デ夏隊15名,それに海上保安大
学校か らの氷海航行研究のためのオブザーバー1名,運
輸省船舶技術研究所を中心とする氷海航行性能調査のた
めのオブザーバー3名が同行していた.ほ かにオース ト
ラリアのプリマントルから,南極輸送問題調査会議の村
山雅美本部委員がオブザーバーとして乗船することにな
っていた.
防火訓練や総員敵艦訓練などで隊員が徐々に船の生活
に慣れ,赤 道祭も終った11月25日,極地研から昭和基地
へ入った情報 として,オ ーストラリアが南極観測用とし
てチャーターしているデ ンマークの耐氷船"ネ ラダン"
が,エ ンダービーランド沖で密群氷に閉 じ込められ,い
わゆるビセット状態にあることを伝えてきた,こ こは,
``しらせ"が 昭和基地へ向うときの航路に近い,救援の
要請を受ける可能性 もなしとせず,そ うした場合,あ す
か観測拠点の発電棟建設と,総 面積290rniの鉄骨一部
二階建ての作業工作棟を昭和基地に建設するという設営
面の仕事はもとより,夏に予定したセールロンダーネ地
学調査や,　BIOMASS観測などの観測をこなすのにも大
きな支障 となる場合も生ずるかも知れない.願わ くばそ
うしたことの起きないようにと祈らざるを得なかった.
11月28日"しらせ"は フリマントルに入港.生鮮食糧
の購入や,西 オース トラリア大学構内な どで の重力測
定,オ ース トラリア気象局に暴風圏の海での投入を依頼
された漂流観測用ブイ4基の積込み な どを行 う.最初
"ネラダン"救出の話は幸い出ないなと思っていたとこ
ろ,12月1日,まず フリマントルの海運代理店を通 じて
"しらせ"艦 長に物資補給の可否について打診があった.
そのうち話は慌だしくなり,在家 日本大使館や内地との
やりとりが頻繁となって,翌2日,正 式な豪政府からの
要請に基づく南極本部決定があり,全力をあげて救援を
行うぺしとの命令を受けた.早速60tの燃料,生 鮮食糧
品1.5t,こわれたと伝えられた"ネ ラダゾ'搭載のヘ リ
コプターの部品などがこの日の うちに積込まれた.
"しらせ"は12月3日
,予定を2時間早めて午前8時
出港,直 ちに予定航路を大圏コースに変更,海 洋観測も
一部取やめて現場に急行することとなった.現実に救援
行動をとることになってみると,万一救援に多くの時間
を要した場合,あすか観測 拠点 や セールロンダーネ山
地,昭 和基地でのオペレーションをどのように変えて組
立てるかが,私達に硬くのしかかってきた.東京からの
指令は,予 かじめ定められた期間内で行動せよというこ
とであった.厳 しい状況になればその時改めて相談に応
ず るとい う方向ではあったが,当 面種々の場面を想定し
て,オ ペレーションの変更を考えねばならない.仮 に南
極滞在期間を大幅に延長することができたとしても,2
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月半ば以降は天候 も悪 くなる時期である,ただかな り楽
天家であり諦めのよい私は,状況に応 じて最善を尽して
みるということしかないと,居直 りの心境でもあった.
暴風圏を斜めに横切る大圏コース上の``しらせ"は,
思ったようにスピー ドの出ないこともあったが,幸 い予
定より僅かに早 く,12月12日午後10時半"ネ ラダン"北
:方170海里の南緯63.3度,東経50.5度付近の流氷縁に達
した."ネラダン"がビセットされている海 域は,例 年
ならば12月下旬にはあまり海氷のないところである.私
達に当初もた らされた情報では,"ネラダン"救援 に 向
って途中断念 した"ア イスパー ナ という船は,"ネラダ
ン"まで4海 里のところまで近づいたと い う."アイス
バー ド"が4海里まで近づける海氷ならば,"しらぜ`が
到着する前に"ネ ラダン"は氷の外へ出てしまえるか,
そうでなくても"し らせ"の 砕氷能力ならば,救 出にさ
ほ ど時間はかからないかも知れないとい う期 待 もあっ
た,
'実はこの情報は正確でなく,期待はすぐに裏 切 られ
た.翌13日,あと"ネラダゾ'まで26海里ほどのところ
で,3mほ どの厚さがあると思われる氷盤の間をびっし
り砕け氷が埋めた海域に遭遇,や がて連続砕氷はできな
くなり,"しらせ"は 氷に体当りするチャージング砕氷
を開始した.天気は悪 く,流氷が詰まる北東風が吹き,
横なぐりの降雪が視界をさえぎる."し らせ"の3号 推
進発電機のブラシは火花を吹いた.点 検のため一時航進
が中断 となる.恐 らく高出力のために温度が上昇し,ま
たスクリューに氷塊が激突 して推進軸が振動するために
起ったのであろうという.午後3時50分,ようや く雪の
合間に"ネ ラダゾ'を視認することができたが,重 な り
合った氷盤は厚 く,容易に"し らせ"は 進まなかった.
ネラダンまであと3.6海里ほどとなったとき,ある直線
的な帯状のところを境に手前の海氷が相対的に右方へ移
動しているところに遭遇し,チ ャージングを繰返 しても
船は進まな くなり,ついに午後10時半,砕 氷航行を中止
?
.、
厚 い ハ ンモ ッ ク した海 氷 で ピセ ッ トさ れて い る
"ネ ラ ダ ゾ'
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して様子をみることになった.
しかし,ま ことに幸運なことに,翌14日早朝,天候は
回復し,東南東の微風が吹き始めた,こ れによってわず
かに氷は緩み.午 前4時 から航行を開始した"し らせ"
は前夜難行したところを乗切って,再 びチャー ジングを
続けなが ら前進した.午 前8時 過 ぎ,"ネラダゾ'か ら
船長のソレンセ ン氏と,当時オース トラリア南極局に勤
めていてこの観測に参加していた日本の生物学者池田博
士が,小 型ヘ リコプターで飛来し,"しらせ"艦 長 や 私
達にネラダン周辺の氷状を説明し,救出の方法について
協議を行った.ネ ラダン周辺の海氷は,大 小の氷盤が重
なり合い,び っしりとくっつき合って,直 径10海里ほど
の一大氷盤 と化しているらしい,最 も厚いところは15m
ほどに達しようという.最も接近し易そ うなところを選
ぶ方法も考えられたが,こ のような氷の海で船を自由に
まわすことはできない.最短距離をつき進 む こ とにな
る.
まことに徐々にではあるが,"しらせ"は 力強 く着実
に"ネ ラダゾ'に向い,巧みな操船によって午後4時45
分,つ いに"ネ ラダン"の前方すれすれに通過,こ れに
よって生 じた氷の割れ目を利用して"ネ ラダン"は実に
47日ぷ りに動き始め,期せずして歓声が上った.ま ず救
出の主要な仕事は無事終ったと誰しも考えたが,実 はそ
うではなかった,
しばらく``しらせ"を追随して航行できた``ネラダン"
は,や がて,"しらせ"が 割っても重な り合った 氷塊 が
す ぐ開いた航跡を閉 じてしま うため,動 けなくなってし
まった."しらせ"は 大きく旋回して"ネラダン"の舳先
近 くを割るが,ど うしても"ネ ラダゾ'は動くことがで
きない.つ いに倉田艦長は午後9時 半頃 に 至って,"ネ
ラダン"を太いロープで曳き出すことを決断,試 みるが
この夜はロープの切断,ネ ラダンのロープを捲きつける
円柱ポラー ドの折損があり,㌦不成功に終 った.
翌15日,"しらせ"は 午前4時45分から行動を開始,
ようや く午前9時55分,ロープによる曳き出しに成功し
た.こ の後,ロ ープでの曳航中,再 びボラー ドの折損な
どが起 り,ロープ曳航を中止して,両 船の間隔40～70m
というぎりぎりの間隔で誘導を図 り,午後2時 頃やっと
かなり広い海氷中の開水面に到着することができた.こ
こで両船は横付けとなり,依頼された物資の移送が行わ
れ,ま たこの間に,双方の人達がそれぞれ相手の船を訪
れるなどして交歓を行った.この後,翌16日朝流氷域の
外に出るまで誘導を行い,東西に別れたのである.
この作戦は,"し らせ"の 優秀な砕氷能力と,そ れを
生かした卓抜した操船技術,艦 長の決断 と乗組員の忍耐
強い献身的努力の勝利であった.天 候も味方をしたとい
えよう,お蔭で心配された予定の遅れも2～3日で済み,
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セールロンダーネ地域 と昭和基地での夏オペレーション
は,ほ ぼ順調に実施することができたのであった.
(筆者:第27次南極地域観測隊長,
国立極地研究所教授)
第8回南極鉱物資源特別協議会議
星 合 孝 男
第8回 南極鉱物資源特別協議会議は昭和61年4月14日
から25日の間,オ ーストラリアのホバー トで開催され
た.南極条約協議国18か国が出席し,非協議国である条
約締約国14か国もオブザーバーとして参加した,我 が国
からは外務省の鈴木参事官を代表に7名が出席した.
本会議では,すでにレジームの主要問題として議長で
あるニュージーランドのビービー氏が とりまとめた"パ
ッケージ案"が議論された.す なわち,特別総会,委 員
会,規制委員会,諮 問委員会の組織のし方,権 能および
鉱物資源の探査 ・開発活動への参加の問題がとりあげ ら
れた,これ らの問題に対する各国の立場には,領土権の
主張国と非主張国,経済的先進国と発展途上国,技術的
能力の高低などの互いに相反する背景が反映し,明確な
結論を得るには至らなかった.し かし,上記問題のうち
特別総会,規 制委員会,活動ぺの参加に関しては首席代
表による非公式会合が頻繁に開催され,核 心に触れる議
論が行われたとのことである.
本会議に次いで開催された法律部会では,義務履行 ・
義務不履行の探知,査 察,強 制措置が検討された,こ れ
らの問題についても領土権主張国がその立場を強 く主張
し結論に至らず,部 会議長が問題点を整理 した報告書を
ま とめるに止まった.
次回会合}i　le月27日より東京で開催されることにな
り,今回は時間の都合で開催されなかった探査 ・開発部
会 も含めて更に審議を継続することとなった.
(筆者:国 立極地研究所企画調整官)
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南極観測隊便り
一算27次越冬隊の近況一
夏期作業か ら継続して実施されていた基地環境整備作
業も終了し基地周辺はすっきりとした,こ の作業の終了
で夏の余韻 とも別れ本格的な越冬体制に入った.
4月に入ってからは中下旬にブリザー ドを4回記録す
るなど悪天が続いたが海氷は安定しているため大陸への
上陸点である,と っつき岬方面のルート工作も順調に行
われた.ま た同 じく海氷状況に依存している各種の野外
調査(周 辺の島や大陸露岩上の地衣類調査,北 の浦周辺
での水中テレビによる海洋生物調査)も 行われ貴重な成
果を上げた.設営部門も短かい秋を利用し積極的に活動
している.機械部門は夏期に使用 した トラックなど装輪
車の整備,機械部品の整理,暗 い冬に備えて屋外灯の点
検等に追われた.航 空部門も好天の日を見計 らって観測
や空中写真撮影のフライトを実施しつつ仮作業棟内の整
備も行った.昭 和基地ではこのように夏から秋にかけて
各部門とも夏作業の残務整理 と各種整備作業に追われる
毎日だったがそれらもほぼ一段落し快適な冬を過ごせそ
うである,
一方みずほ基地では秋の最後の旅行(G16まで)を実
施,そ の後昭和基地への旅行準備や観測に追われる日で
あるが,寒 さにも慣れ全員元気で雪面下の穴倉生活を送
っている.
第27次夏隊帰国
昨年11月14日東京港を出港した第27次南極地域観測隊
50名のうち,吉 田栄夫隊長以下15名の夏隊と同行者3名
は,4月20日東京港晴海埠頭に全員元気で帰港した.
第27次隊は南極への途上フリマントル寄港中,オ ース
トラリアのネラダン号が ビセットされているのを救出す
る使命を与えられ,こ れに成功,その後第26次隊 と同様
まず プライ ド湾に至って,110bンの物資を輸送 し,あ
すか観測拠点の発電棟を建設,ま たセールロンダーネ山
地の地学調査を行った.さ らに昭和基地では760トン余
の物資輸送,鉄 骨一部二階建の作業工作棟の建設などを
行い,35名の越冬隊を残して再びブライド湾に立寄b,
27次地学調査隊員と長駆あすか観測拠点に至った26次内
陸調査隊を収容して帰途についた.こ の間2回 のプライ
ド湾でのバ イオマス観測や,全 航路沿いの海 上重 力 測
定,海 洋観測などを実施した.
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第11回南極陽石シ ンポジウム
1二記 シ ンポ ジュー ム は 昭 和61年3月25～2711の3日間
当 研 究 所 講 堂 で 開 催 され た.今 回 も外 国 か ら招 待者2名
を含 む13名が 出 席 し,3日 間 に わ たP貴 重 な 発表 と討 論
が 行 われ,盛 会 で あ っ た.今 回 の招 待 者 に は 米国 南 極 韻
石 探 査 の 中 心 的役 割 を は た して い る ウ.fリア ム ・キ ャ ン
デ ー 博1:(ピ ッ ツバ ー グ大 学 教授)が 含 まれ,[1米 合 同
で ス ター トした米 国側 の明 石 探 査 の経 過 と現 況が 報 告 さ
れ た.特 に 米 国が 実 施 して い る 南 極横 断 山 脈 での 着 実 な
成 果 が注 目 され た.ま た,今 回 初 め て ヨ ー ロ ッパ圏 か ら
1名 を招 待 し,こ れ に合 せ エ ンス タ タ イ トコ ン ドラ イ ト
に 関す る特 別 セ ッシ ョ ンを設 け た,シ ンポ ジウ ム に は さ
らに)lＬvebe.V員石 餌 捌 セ ・ シ 。 ン と3つ の 糊1購 演 を 含
め た.発 表 総 数 は69件,参 加 者数 は延218名 で あ った.
1.　Y、・llli　K.　aml　K・jim・　H.・　 A・tarctic　searcEi　f°1'
　 　 meteoriteS;　1'ust,　present　a"cl　fu【Ul'・・
2,　Yanai　K.　and　KojimR　H.:　Curatorinl　work　OI1　「hc
　 JuPa`[ese　collc(rtions　of　A turctic　mctCOT'ltes・
3.　Shimoyama　A.,　Harada　K_　Yanai　K,　und　Kojim:tノ
　 　 　 H.;　Carbon　and　Nitrogcn　contelTrs　of carb【)・
naccous　ch`mdrites　f1・om　Antarc[ic三し 【11d　theill
　 　 　 implicati・11・
4.　Shimo、・ama　A..　Naraoka　H.,　Harada　K.　and
　 　 　 Yamamoto　H.;　 Cal.boxylic　u i【ls　frOm　thc
　 　 　 Yamato.79.119B　carbonuccotLs　chOnttrite　frenl
　 　 　 A`ltal1〔tlca.
5.　Ml[rac　T..　Masllda　A.　and　Takahashi　 T.:　 Py1'o・
1}'tic　S【udies　・川maj・r　 CEIIlt)・1・ace・us　llUlttel・　1]1
　 　 　 carbonaceous　 chondrites　Y・79119S.　 Y・791717.
Y・793321andB・7904,
6.　Matsunanii　s.:　Kinetics　of　FciMg　 L'x{.hangc　bL.-
　 　 　 twcen　chondi・ulc　and　 man・ix　und　 【hc　implica・
　 　 　 ti・ns　f・r　mctam・rphism　 ・f　typc　3　 ・rdilmy
　 　 　 　cho■ldritcs.
7.　M・`tSm・ami　 s.;　F。・mari・1・　 Pl-・ce・s・s　・f　ma【rix
iron・rich〔,]ivineinALH・764(LL3.3),Y-790448
(1.1.3)andKt'}・mka(1・・a・O)c]1・nd・ites・
8.　Miura　 Y.:　 1)ctcrminati・11　・f　pl・)'11・-siticates　ill
　 　 　 　ClrbonaCCOItl　chondri【es,
9.　Momose　 K.　and　 Nagai　 H.:　 Thei'me-remanent
maglletiZllti⑪ll　of　Fe・Ni　allo}・.
10.　Ya【]ILi　K.,　Koji111a　H.　aiid　Ikadai　S.:　FoLtr　lunui'
　 　 Tnutcoritcs　i"cludin9　]lcw　spccimen　`)「　Yamato-
　 　 　 82193,　prclimi"ar}'　exa【11i]latiOll.　(:U]';ltiOll　and
　 　 　 　allocation　f〔Dr　CO[ISOI'【illm　studies.
II.　Biscllo旺A.三111d　 Palmc　 H.:　 Volatilc・rich　clasts
from　 hma口nc【corite　 Y三lnlato・791197.
12.　WalTcn　 P.　H.　and　Kallemcyn　G,　W,:　 Gcochemis・
　 　 　 t1'}'　of hmar　 meteorite　Yamato-82192:　C〔,mpari・
　 　 　 s〔}11　with　Yalllato-791197、　ALHA81005　 alld　other
　 　 　 　 lUI[ar　salllplcs・
13.1駈sdlolr　A.,　P三tlme　H.,　Spcttcl　BりSt(;filci'　D.,
W証nke　 H.　and　Ostertag　R.:　Yamalo・82192　alld
　 　 82193:　Two　 other　mctc〔Dri【cs　of　lunaT'　{)rigin.
1斗.Tと1kcda　 H..　M`)ri　H.　and　T`lgai　T.:　 Mincra[ogy
{】「　 ]Ulla['　[netcori【cs,　Yalll三"o-82192znnd82193
　 　 with　 rcfcrencc　【`}　exp1(,11atioll　of ]UTI;11-　1igll・
　 　 　 la【1ds.
[5.　Fuklloka　T、,　Lmul　J.　cりSMit]1　 M,　R.　and　Sdhinitt
R,.・、.:(.:hCIlliSl1・、・of}'nlllUt{】・82192三`[1d82193
.へn【;11'ctic　mctc(}ritCS.
16.　TiLka]iashi　K..　Shimizu　H.三u1(1　MasudaA.:　 Cosmo・
ch11`)n`)logicul　studies　and　 REE　 al川11dll]lccs　of
　　 　　 　Ill■la「　1netCOri【CS.
[7、　 Kaczaral　P.　w,.　1)cnllison　J.　Eりverk〔 川tc■'cn　R,
　 　 　 M,　 alld　Lipschutz　M・　 E・・　 C・ns・・th1【11　sUldic・
　 　 　 o,[　hllla1・　mctc〔)ritc　Yumu【 〔,・82[92.
18.N三ikUTnura　 N.,　Unruh　 I),　M.,　Tatsunt〔,【o　M、,
Fujlwara　T,　alld　Oka[10　0.:　 REE　 a1川lldallce
　 　 a"d　Pb・Pb　 iso1`,pic　haradc1'istics　()f　thc　h"1m'
tllcこcOl.itc,　Ya【11三lto.82192.
19.　Takaoka　 N.:　 Nol)lc・gus　stu(ly　of　ll111m・　mcteorltc
Y.82192.
20.Wc1}crH.W.,B1`三Um　 O.　a■ld　Begemann　 F,　(Bis..
　 　 　 Ch・∬　A.):　A　 llCW　` 1・blc　gus　abundancC　 I)aHcm
　 　 　 ill　a　lunai・　mctc(}1・ite:　Yainatv-82192.
21.　Ku■1c(,ka　I.　and　Takaoka　 N.:　 40Ar-39Ar　;L■lalyscs
　 　 　 (,fYamato・82192.a,1.111](}T'th`Lsiticreg`,1i【hbrcccia
　 　 　 　 fl・om　Antai・ctica.
22.　Nis]iiizuini　K.,　Klcill　J.,　Middlcton　R,,　Elmorc　D.,
　 　 Klll)ik　P.　W.　 UT]{I　Arnold　J.　R.　(lmamura　 M.);
　 　 　　 Exposurc　histoi・}・　of　four　hmar　 mCteorites・
23,　、Vnliam　A.　(:assi(け(lnvitcd　Spcaker):　Early　his・
【orV　【)f　thC　UI由e〔1　Stutcs　A■1【arα1C　mcteorltc'
IM・09r三tm　alld　rhe　、ahlc　` )f　Antarctic　mctc{}n【es・
24.　Ikedu　Y,,　Palmc　 H,,　Wlotzka　 F.,　Spe【tel　B.　and
　 　 Wlillke　H.:　A　siderophile-ricll　c ast　i[1　tllc　poly-
　 　 　 mict　cucritc　Y・790266.
25,T〔,、「odaH.,T三 国kcdu　H.　Etll(1　1shii　T.:　Mineralog}.
`,f　somc　clusts　i旧lew　 Anta].ctic　po1}'mict　cucrites
mld　hOWm.diteS　with　refCt℃IK:e　tO　theill　P三lrenta1
一4一
 26.
27.
28.
 29.
30.
 31.
 32.
33. 
 34.
35.
36.
37. 
 38.
39.
 40.
 41.
19.
 43.
44.
tiV
Aoyama  T.,  Hiroi  T.,  Miyamoto  M.  and Takeda 
  H.:  Absorption spectra  and  compositions of 
 achondritic  polynctict breccias and its applica-
  tion to identification. 
Tagai T., Takeda H.  and Tachikawa  0.: Diffrac-
 tion characteristics  and thermal histories of the 
 meteoritic and terrestrial Ca-rich  plagioclases. 
Ikeda Y., Kimura NI.  and Wlotzka  F.: Chemical 
 zoning of  chondrules in the  Allende and ALH-
 77003  chondrites. 
 Kitamura  NI.,  Watanabe S. and  Morimoto N.: 
 Pyroxene  crystallization in  chondrules  -Auto-
  metamorphic  evolution of  chondrites-. 
 Watanabe S..  Kitamunt M.  and  Ntorimoto  N.: 
 Oscillatory  zoning  of  pyroxenes  in  ALH-77214 
 (1.3). 
Saito J.. Tagai T..  Tachikawit  0. and  Takeda  H.: 
  Textural  and chemical studies of some Antarctic 
 iron meteorites. 
 Yabuki  H.,  Kimura  NI. and El  Goresy A.:  Spinel-
  group minerals  in  ordinary  chondrites.
Okada A.  and Keil K.:  Perryite problem. 
 Nfiura  Y.. Yanai K. and Abe  T.: Mg-Fe  plagio-
 clase  cornpositions in  Antarctic  chondrites  (I). 
McKay  G.,  Wagstaff  J. and Le  L.: REE par-
 titioning and the  shergotty parent  melt:  evi-
  dence  for  complex  petrogenesis  and  against 
 metasoma  tic alteration. 
 Yanai K. and Kojima  H.:  Yamato-691 E3  thou-
  drite:  recovery,  curatiun and allocation.
 Ikeda  Y.: A  review of  V-691. 
 Kallemeyn  G.  IV.:  Compositional characterization 
  of  Y-69I  and  other  E1-13  chondrites. 
 Kimura NI.:  Mineralogical  study on  Y-691  en-
  statite chondrite. 
 Kitamora NI.,  Watanabe S. and  Morimoto N.: 
 Pyroxenes  in  Y-691. 
Akai  J.: Mineralogy of  Y-691  by  AENI  and  HREM 
 (Preliminary report). 
Nliura  Y.:  Formation process of  Yamato-691  dun,- 
  (trite from  Mg-Fe  plagioclases  and  osmnilite-
  group minerals. 
 Fukuoka T.:  Chemistry of  enstatite  chondrite. 
 Yamato-691 (E3)  Antarctic: meteorite. 
 Dennison  J.  E..  Kaczaral  P. IV.,  Verkouteren  R. 
  NE. and  Lipschutz  NI. E.:  Consortium  studies 
  on E3  chondrite  Yamato-69I.
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     Miyamoto  NI.: Spectral reflectance (0.25-25  (am) 
 of the  Yamato-691  enstatite  chondrite. 
 46.  Ebihara  NI.:  Distribution of rare earth  elements 
       in  some enstatite  chondrites  including Yamato-
       691. 
 47.  Ahmed El Goresy (Invited speaker),  Woolum  1). 
       S. and  Ehlers K.:  Yamato-691: Evidence for 
       planetary  metamorphism  t<I.1 billion years in 
      the EH parent body. 
 48. Misawa K. and  Nakamura  N.: Primitive REE 
       fraction in  Allende  chodrules. 
 49.  Nakayama T.  and  Nakamura N.: Fractionation 
       of  REE  among  individual  chond rulesfrom  the 
 (I.4)  chondrite. 
 50.  Ebihara  NI.:  Distribution of rare earth elements 
       in  unequilibrated  ordinary  chondrites. 
 51. Honda  NI., Nagai II.  and  Shimamura T.: Trace 
       elements in some iron meteorites. 
 52. Okano  0.,  Nakamura N., Nagao K. and  Honma 
       H.: A 1.2  R.Y. impact event  on  LL-chondrite 
 parent  body: evidence  from  Rb-Sr systematics 
 and rare gas  coin  positions of  paired  LL-chon-
       drites from Antarctica. 
 53.  Takigami  Y.  and  Kaneoka  I.:  Investigation of 
 the  shock  effect  On  the  Antarctic:  meteorites  by 
 the  40Ar-39Ar  method. 
 54. Okano  J..  Uyeda C., Suzuki  M. and  Nishimura 
 H.:  Magnesium isotope  abundance  in Allende 
 and  Antarctic meteorites. 
 55. Nagao K.  and  Matsuda  J.: Rare gas studies of 
 Antarctic  Meteorites. 
 56.  Amari S.  and Ozima NI.:  The extra-terrestrial 
 noble gas  in  deep-sea sediments. 
 57. Grady  M. NI., Barber  D.. Graham A.,  Kurat  G., 
 Ntallos T..  Patine H.  and Yanai K.: Yamato-
       82042: an  unusual  carbonaceous  chodritewith 
 CM affinities. 
 58.  Wright I.  P.. McGarvie  D. IV.. Grady  M.  M., 
 Gibson E. K.  Dn. and Pillinger C.  T.:  An  in-
       vestigation of  I3C-rich  material in  CI  and C2
 meteorites. 
 59.  Mukherjee A.  and  \'iswanath  T.  A.:  Thermo-
       barometry  of  diogenites. 
 60.  Nagata T.. Funaki  M.  and  Datum J.:  Magnetic 
       properties of  tetratanite in Ni-rich at ataxites. 
 61.  Sugiura  N..  Arkani-Hamel J.  and  Strangway  D. 
 NV.: On  the  possible  transport of  volatile trace
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　 　 　 clcmCllts　in　meteorite　parCIlt　bodics・
62,　Fujii　N.,　ho　 K,　alld　Miyamoto　 M.:　 Sllape　anul},-
sis　・f　mα ・llic　g・'ai・〕S　am・llg　Allta11αic・1'din・1・y
　　 　 　 cllOnd1'ites,
63.　M:isudu　A.,　TagUclli　L　 ZIId　Tallaka　K.:　 No11-
　 　 　 des【nlctivc　anal、・sis　of　mcteo1.itt・S　l)、`　usillg　a
　 　 　 high-CIlcrgy　X・ray　CT　 scant[er
〔う{.　]latsui　T.,　K三mi　 K.　and　 MatSIIshima　Y.;　Hugo-
　　 　 　 Tliot　⊂)f　sOmc　 ordhlar、「　ChOIldritCS.
65.　Fimaki　 M-i1"l　 Naga〔a　 T.:　 Thc1・molnagnctic
　 　 　 "HllmP"　 hl　Antarctlc　ston}.　llletcontes・
66.　Naguta　 T.三md　 Funaki　 M.:　 Te【1・atac■litc　pbase
　 　 　 i]1　Alltal-ctlc　stOI1}'　mc【comcs・
67.　Michael　E.　Lipschlltz　(ln、・itcd　Spcakcr),　1)ennison
J.　E.　Kaczaral　P,　w.;　 An【arctic　and　11⑪]卜Antat・cnc
]netcoritcs:　Di旺crCIlt　populatiens・
68.　Wang　 1)aodc:　Snld}・　oll　thc　primitil.e　IIコaこcrials
　 　 forming　tcrrcstrial　planets・
69.　Jcrdc　E.　A.,　Wallren　P,　H.　 Heike【1　G,　H.　 a■ld
Vallimall　D・　T・:　・へpotPOurri　of　Apolk}　regoli【h
　　　 　 breccias;　Analogs　of　h1[lar　`11ctco■1ites.
研究所 出版物
南 極 資 料VoL30,No.188頁1986年3月
Memoi1・s　of　National　Institt]tc　of　Po]ai・　Rescarch
　 Special　Issuc,　No・　 39:　Proceedi,lgs　of　thc　Seve]1【h
　 　 Sylnposium　oll　Polar　Mctcorology　and　Glncioleg}'.
　 　 cd,　by　K.　KawaguchL　 252p,　 Dccclnbcr　1985.
　 Spcciul　Jssue,　No.　40r　 P1'oceedings　⊂,f　thu　Sevetith
　 　 Symposhlm　 oTI　Polar　Biolo9}..　ed、　 b}.　Hos}liai,
　 　 Ncmoto　 and　Naito・　 497p・　 Fei)rulll-},　1986・
JARE　 Data　Reports
　 No,　110　(Glaciology　I2>:　Gluciol(}gical　rcscarch　p11〔}-
　 　 grnm　 il)　East　Queen　 Malld　Land,　Eas【　Antarclica,
　　 　Part　3.　b)・　F.　Nishio　et　` 1/.　36　p,　 Febnuai'}'　1986.
No・　 Hl　 (Marinc　Biology　8):　Chlorophyllイ`　concen-
　　　 【ratiOns　rneasurc(1　in　tllC　.SOUthel'11　()ccaTl　{IU1'ing
　 thc　1984t85　cruisc　of　thc　S!lirasc　to　and　 fr{ml
　 　 S},`)wa　Station,　Antarctica,　b}・　 Y.　Fuku{la　et　al.
73P・Mardl[986・
　 No・　 1[2　(lonosphcre　33):　Riomcte「 　records　of　30
MI-lzα}smiC　 IIoiSCT　a【.　Syowa　 Stari`}ll,　Antarctica
　 　 h1　1984,　by　Y,　Ku】・atani　and　S.　Yamamot{}.　 95　p,
　 　 March　 ]Y86.
　 No.　113　([onospllere　34):　Rccor【ls　of　1'adio　alll・ora　at
　 　 Syowa　 Slatio■1,　Antarctic:i　ll　】984,　by　K,　Igu]1itshi
ctイ",33P,March198(i・
　 No、　 II4　(、farine　Bi`,lo9}.　9);　()〔:can`)graPhic　a1"l
　 mal・ine　biol・gi(al　data　h'・m　r・Uthl(,　・bscrvati・t・s
　 　 ]lelt]'　Sy(,wa　Station　betwcell　Fcbr【1ary　l983　a■ld
Januar)'[98・1(JARE・24)・b}.K・Wa【anabe{"イ[1・
22P.M三krcll1986.
　 No.　 ll5　(Scism`)logy　l9)l　Scismologk:;t]　bullctii[　of
S、・owa　St三"iω1,　ATI【arctica,　1984,　b、.　K.　Shit川、.a.
79P.んlarch　 1{j8fi.
No・　116　((;laci〔}lo9}.　[3):　〔;lacio|【)gical　rcsc三【11chP「o・
gram　 il[　East　(2ueen　Malld　Land.　E三tst　A川arαica,
Pa1.t4,b}・Y.Flljii`"al.7〔 〕p.March1986.
　 No・　 n7　 (Occa11{】91'aphy　6):　Occunogru[)hi(:　data　of
山c　 25th　Japallcse　Alltardic　Rcscarch　EXpcdi〔i(m
　 　 from　No、℃mbcr　 I983　to　Aprin984,　 })y　K,　Iwallami
　 　 　a■ld　S・　 FUtatsu[nac}1L　46p・　 、laT'ch　I986・
Antarαic　Gcologi(7id　Nlap　SCrics
　 Sheel　16:　Akeb(mo　 Rock,　1/250〔}O　witll　cxplHnator),
tcxしb}.　Y.　Hir(,iピ'　f['.　6p.　with　gpL　 Mallch　l986.
　 S]lcc【　 24:　 Rundvagskollane　 alld　 RumdvAgshctta、
1/250⑪⑪with　 cxp]anator}.　tcxし　by　 Y・　 M〔,to》,oshi
　 　 　et　at・　 Ilp.　with　l4pL　 I[arfh　l986.
Specia[　Map　 Series　of　Nn【io【1三[l　Institutc　of　Polar　Rc-
　 searclT
No.　2;　Ge`)mo1.pho[ogical　Illap　【)f　MしTy6,　 Yan1三110
　 　　Mountuins　 witll　explana1`)ry　tcxt,　b}・　S.　Iwata　ftt
〃'.17p.with4pl.}fai・ch】986.
List　of　Publicntions　of　thc　Na【ionul　Institute　`)f　Pola1・
Rescarch(1957-1980),Supptcme■ltNo.2(1982-1985) ,
6P.
ス テ ζ ン
所 属
招へい期間
研 究 課 題
ロ ー チ ャ ン
所 属
招へい期間
研 究 課 題
レ外国人研究者の紹介く
ウ ラ ラ ン ド博t:　(Stein　L.Uilaland)
外 国 人 研 究 員
ベ ル ゲ ン大 学物 理 学 部(ノ ル ウ ェー)
|Tl{和61{f'5月151.1～8).Jl5fl
オ ー ロラ 粒.子降 り込 み 過 程 の 研 究
リー 博L:　(Lou・Chang　[,ee)
外 国人 来 訪 研 究 員
ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 研 究 所
昭 和61年2]121「1～3月22口
才 一 口 ラ粒 子 の 加 速 機 構 に つ い て の 研 究
6
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来 訪 者
1月6口 ～1月11日　 Dr.　BRADY,　H.　(オー ス トラ リ
ア ・マ ッコ リー大 学 講 師)
1月IO目 安 柄 鏑(Dr.　AHN,　B.　韓 国 慶 北 大 学 校 師
範大 学 助 教授)
1月23日 中　 tafJl　(Jappar.　中国 科 学 院 新 彊 地 理 研 究
所 副 所 長)
胡 汝 駅(HuRuji,1,,」研究 所 教授)
仇 家 瑛　(Qiu　Jiaqi,　同研 究 所 研 究 員)
1月27日　 Mr.　PAULSEN,　K.　(チリ大 使館 一 等 書 記官
領 事)
2月7日 　 Dr.　YAU,　A.　(カナ ダ 科学 除 ヘ ル ベ ー グ 天
体 物理 研 究 所 上 級 研 究 員)
2月18「l　Dr.　KELLEY.　J.(アラス カ 大学 海 洋 研究 所
准 教 授)
Mr.　GOSINK,　T.　(アラ スカ 大学 地 球 物理
研 究 所 助 手)
2月19口～2月21　|1　Dr.　ALEXANDAR,　V.　(アラ ス
カ大 学 海 洋 研 究 所 長)
Dr.　NIEBAUER,　J.　(同研 究 所 准 教 授)
3月5H石 廣 玉　(Shi　Guang　yu中 国 科 学 院 大 気 物
理 研 究 所 研 究 員)
3月6日 　 Dr.　SMITH,　E,　(米航 空 宇 宙II,)ジェ ッ ト推 進
研究 所 研 究 部 長)
Dr.　TSURUTANI,　B.　(同研 究 所 主 任 研 究
員)
3月19日　 Mr.　VERDON,　F.　(英国 自然 環 境 研 究 会 議
主任 科 学 担 当官)
.　 ..　Dr.RICHARDS,J.(英国大 使館 文 化 部科 学
担 当官)
3月20日～3月22f|　Dr,　AKASOFU,　S.　(アラ ス カ大
学 地 球 物理 研究 所 教授)
3月25日～3月28日 謝 自楚　(Xie　Zichu中国科 学 院
蘭 州 氷 河 凍 土 研究 所 長)
脚 本 興　(Zheng　Benxing　l司研究 所 教授)
3月26日　 Mr.　REY,　L.　(国際 北極 委 員 会委 員 長)
3月28日～4月3H　 Dr,　CAVERT,　W.　(アイオ ワ 大
学 上 級 研 究 員)
◇ 案 内 ◇
第7回 南 極 地 学 シ ンポ ジウ ム
開 催n;昭 和61年10月2「|(木)～10月3n(金)
会 場:国 立 極 地 研究 所 講 堂
問 合 せ 先:国 立 極 地 研 究 所 地 学 研 究tHSI,il
(962)4711内367(吉田〉
月 例 報 告(3月 ～4月)
天候に恵まれた27次隊も3月 ともなると秋の気配が濃
くなってきた.3月29日には初のブリザー ド(C級)と
な リ,4月に入ってからは4回 のブリザー ドに見舞われ
ているる.
海氷状態は安定してきてお り.4月12日までにとっつ
きルー ト,S16ルー トの整備を完了した.
観 測 報 告
宙空:3月3[fに短波レーグーのアンテナ基礎工事を
行い,その後観測を開始した.
環境科学:と っつき岬 ・オングルカルベン他オングル
島周辺の露岩地域の地衣類調査を行った.ま た地衣類の
分布 と地形の関係を調べるため,セ スナ機により,ラン
グボブデからスカルビックハルセンにかけての大陸沿岩
館岩城の連続撮影を実施した.
4月14[1にはSt.2にてクモヒトデの捕食行動,海 綿
の冬眠状態等を水中テレビに収めた.
雪氷地学;3月31日にみずほ基地を出発した内陸調査
隊は,G-16地点再測fll∵ルー ト沿いの基盤地形調査等
を行ない4月12日にみずほ基地に帰投した.
昭和基地では航空機によるエアサンプリングや赤外線
分光観測他が実施されている.
みずほ基地では,中 層ボーリングの口径測定 ・電気電
導度測定用飛雪サ ンプリング ・微量元素分析用飛雪サン
プ リング等を行った.
設 営 報 告
昭和基地燃料消費内訳 単位:ε
種 類
普通軽油i
灯 油
3
消 費 量
25,907
1.488
月
残
641,092
36,739
4月
壼.:消費量 残 量1
27,4741613,618
2,324134,4151
機械部門では27次隊によって建設された新作業工作棟
にて,3月111:1から夏期車輌の整備を開始した.27次隊
で設置した荒金ダム保温装置は順調に稼動してお り,生
活用水は安定供給されている.
建築 ・土木部門では気象棟前室屋根への段階と手摺の
更新 ・仮作業棟内整備 ・航空機陸上駐機場のスキー架台
コンクリー ト打設 ・夏期の氷上輸送の荷受け用スロープ
作成等を行った.
航空部門では海氷状況が安定したため,エ アサンプリ
ング ・アイスレーダー ・生物センサス ・みずほ基地空輸
他順調に飛行作業を消化できた.な お3・4月の総飛行時
間は134時間50分で,例 年に較べると非常に多い.
その他通信 ・調理 ・医療部門も順調である.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均気 温(Mean　temp.)　(℃)
最高 気 温(Max.temp.)(℃)
最低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　　 　　 　　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　hurnidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max,　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Numbea　of　clear　days)
昭 和基 地(Syowa:89532)
3月(Mar.)
一4 .7
2.5
-15.8
988.6
2.8
63.0
8.9
30.4(17,ENE)
37,3(17,ENE)
7.5
3
4月(Apr.)
-9 .8
1.6
-2L5
980.6
2.2
69
10.6
33.1(30.ENE)
42.3(30,NE)
7.9
2
みずほ基地(Mizuho:89544)
3月(Mar.)
-28.6
-15.2
-45.2
4月(Apr.)
-38.4
-20.2
-50,2
728.0
(StatiOn　preSSure)
743.6
12.113.7
19.1(15,ESE)22.7(30,NE)
23.6(15,ESE)29.2(30,NE)
【極地豆事典】
セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山地
鯵
セ ー ル ロ ン ダー ネ 山地 中央 部
ク イー ンモ ー ドラ ン ドの東 経22度～28度,南 緯71度30
ロ
分 ～72度30分に 位置 す る 山地 で,1937年2月6日 に ノル
ウ ェー の ラ ル ス ク リス テ ンセ ンの率 い る探 検 隊 の 飛 行 で
発 見 され,ノ ル ウ ェー の ロ ンダ ー ネ 山地 に因 んで セ ール
(南)ロンダ ー ネ と命 名 され た.そ の 後,194e47年の ア
メ リカの ハ イ ジャ ンプ作 戦 で 撮 影 され た 航 空 写 真 に よ
り,1957年に ノ ル ウ ェ ー極 地 研 究 所 か ら25万分 の1地 形
図 が作 成 され た.そ れ に よ る と最 高 点 は 約3400mと さ
れ て い るが,1958-60年の ベ ル ギ ー隊,1965-66年の ベ ル
ギー ・オランダ隊の測量や,1983年以来の日本隊の測量
によるとそれほど高 くはないようである.日本隊による
測量はまだ計画の半ばであるが,こ れまでに測量 された}
イ
最高点は2980mで,まだ3000mを越える山頂は見つ
かっていない.山地の広がる地域はほぼ四国の面積に相
当するが,そ の うち露岩の面積は 約2300km2とかなり
狭くな・山 地は大部分が急峻な山稜や順 から成り一
南の大陸氷床を堰止めている・山地の周辺や背後の氷畔
には広範囲の裸氷域が形成されていて明石が集積 してい}
)
る可能性がある.や まと山脈 と比べると,やや高緯度に
位置するが,山地の露岩が大きく夏季の日射を吸収する
ことと,山地の北面では氷床の標高が1000～1600mと
かなり低いことから,気温は高 く夏には解け水ができる.
1985年に山地北部の露岩に一年間放置 した温度計の示し
た最低温度は 一31.5℃であった.1983-84年の夏シーズ
ンから地学 ・雪氷学の調査が日本隊で始められており,
1984-85年の夏シーズンには山地北方の小露岩シール岩
の近 くにあすか観測拠点が設置された.セ ールロンダー
ネ山地は大きな面積をもつ内陸山地であって,地 形学や
雪氷学にとって大陸氷床の変動史を明 らかにする上で重
要な手がかりを与えると予想される.地質学にとっても
外国隊で調査されている西クイーンモー ドラン ドと,日
本隊がこれまで調査してきた昭和基地を中心とする地域
の地質関係を考える上で重要なフィール ドである,
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